
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 管 布 設 工 ） 
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硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 基 礎 図 
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ｄ

掘削幅 Ｂ

※基礎栗石

砕石又は砂基礎

砕石
又は砂

※礫地盤は必要ない。
ｔ：栗石－150

Ｔ

Ｂｃ2

Ｂｃ1

リ ブ 付 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 基 礎 図

※基礎栗石－地下水が多く、かつ軟弱地盤で砂基礎等の流出が予想される場合。

基 礎 寸 法 表

（単位：㎜）

内 径 外 径 リブ外径 管 厚 基礎厚 掘削幅 残土係数

呼び径 Ｈ ｈ1 ｈ (建込工法)

ｄ Ｂｃ1 Ｂｃ2 Ｔ Ｃ Ｂ (ｍ3/ｍ)

150 150 155.5 171.0 2.75 100 102.75 255.5 355.5 850 0.0190

200 200 205.5 228.8 2.75 100 102.75 305.5 405.5 900 0.0332

250 250 256.1 286.2 3.05 150 153.05 356.1 506.1 950 0.0515

300 300 307.1 343.6 3.55 150 153.55 407.1 557.1 1,000 0.0741

350 350 357.4 400.6 3.70 150 153.70 457.4 607.4 1,050 0.1003

400 400 407.6 448.4 3.80 150 153.80 507.6 657.6 1,100 0.1305

450 450 457.8 502.0 3.90 150 153.90 557.8 707.8 1,150 0.1646

計算式 (Bc1-d)×1/2 Ｃ＋Ｔ 100＋Ｂc1 ｈ1＋Ｃ π/4×Ｂc2
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鉄筋コンクリート管基礎工標準図

－52－



－53－



－54－



土 工 標 準 断 面 図 （ 土 留 有 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）埋設シートは、掘削深が深い場合はＧＬ－0.6ｍ、

土被り１ｍ未満は路盤下の位置とする。 

 

 

埋 戻 し 施 工 基 準 

埋戻し区分 施    工    基    準 

Ａ 

（管路部）

埋設物の天端から１０㎝までの埋戻しについては、材料は塩ビ管は再生砂とする。リブ管の場合は再生クラッシャランとする。 

埋戻しについては、埋設物に影響がないよう注意し、原則として一層の厚さが２０㎝越えない範囲で一層ごとに人力または機械に

より埋戻し、人力締固めを十分に行うものとする。ただし、締固めにタンパーを使用する場合は、埋設物に影響がない場合とする。 

Ｂ 

（路体部）

埋設物の天端から１０㎝を越え、路床部までの埋戻しについては、材料は改良土とする。厚さが0.5ｍ未満の場合は使用しない。 

埋戻しについては、原則として一層の厚さが３０㎝を越えない範囲で、人力または機械により埋戻し、締固めについてはタンパー

等を用いて十分に締固めるものとする。なお、機械による埋戻しの場合は、投入高を０．５ｍ以下とする。 

Ｃ 

（路床部）

舗装及び砂利部から下方約１．０ｍまでの路床部については、材料は改良土とする。 

埋戻しについては、原則として一層の厚さが２０cmを越えない範囲で、人力または機械により埋戻し、締固めについてはタンパー 

等を用いて十分に締固めるものとする。ただし、掘削幅が広く支保工等に支障がなく、機械施工が可能な場合においてはブルドーザ 

等による敷均し、締固めを施工することができるものとする。なお、機械による埋戻しの場合は、投入高を１．５ｍ以下とする。 

備  考 埋戻しについては、各材料の最適含水比により十分に締固めるものとする。 
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土 工 標 準 断 面 図 （ 素 掘 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削幅Ｂの算定表 

（単位：㎜） 

勾 配 

掘削深（ｍ） 

φ150 

1：0.1 

φ200 

1：0.1 

1.0 750 800 

1.1 770 820 

1.2 790 840 

1.3 810 860 

1.4 830 880 

1.5 850 900 

 ※自立する地山の場合は、直掘りとする。 

 

 

注）埋設シートは、掘削深が深い場合はＧＬ－0.6ｍ、土被り１ｍ未満は路盤下の位置とする。 
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硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 の 掘 削 幅 
 

 

 

 

（単位：㎜）

管種 内 径 
軽量、アルミ 

建 込 工 法 

軽 量 矢 板 

打 込 工 法 

鋼 矢板Ⅱ型 

打 込 工 法 

100 800 800 900 

150 850 850 950 

200 900 900 1000 

250 950 950 1050 

300 1000 1000 1100 

350 1050 1050 1150 

400 1100 1100 1200 

450 1150 1150 1250 

500 1200 1200 1300 

塩 

 

ビ 

 

管 

600 1300 1300 1400 

※（１）塩ビ管及びリブ管、強化プラスチック管に適用する。 
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鉄筋コンクリート管の掘削幅 
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建込土留工選定基準の早見表 
 

 

 

 

土  留  工 軽量金属支保工
土留構造図 

タ イ プ 

掘 削 深 

（ｍ） 種  類 
土 留 長 

（ｍ） 
軽量鋼矢板厚 アルミ矢板厚 段  数 

備  考 

① 0.90≦Ｈ＜1.30 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
1.50 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
1  

① 1.30≦Ｈ＜1.80 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
2.00 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
1  

① 1.80≦Ｈ＜2.00 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
2.50 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
1  

② 2.00≦Ｈ＜2.30 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
2.50 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
2  

② 2.30≦Ｈ＜2.80 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
3.00 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
2  

② 2.80≦Ｈ＜3.30 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
3.50 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
2  

② 3.30≦Ｈ＜3.50 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
4.00 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
2  

③ 3.50≦Ｈ＜3.80 
軽量鋼矢板 

アルミ矢板 
4.00 

高さ 36 ㎜ 

厚み 5㎜ 

高さ 40 ㎜ 

厚み 4～5㎜
3  
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土 留 工 構 造 図 
打 込 参 考 
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土留工の標準タイプの使用区分表 
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土 留 工 施 工 図 （ 建 込 方 式 ） 
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土 留 材 の 規 格（１） 

 

木材 … 一般に使用される木材の性能を下表に示す。 
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土 留 材 の 規 格（２） 

 

 

軽 量 鋼 矢 板 
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土 留 材 の 規 格（３）－１ 

 

アルミ矢板 

幅 333 ㎜タイプを建込み方式の標準とする。 
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土 留 材 の 規 格（３）－２ 
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土 留 材 の 規 格（４） 

 

 

鋼 矢 板 
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土 留 材 の 規 格（５） 
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土 留 材 の 規 格（６）

土留材用加工材 
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土 留 材 の 規 格（７） 

アルミ製腹起し規格図 
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土 留 材 の 規 格（８）（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 水圧式パイプサポート規格  参考 ねじ式パイプサポート規格 

切梁長さ(cm) 切梁長さ(cm) 仕様

型式 

許容軸力 

（KN） 最 小 最 大

重量 

（kg）

所用水量

（1本/ｌ）

仕様

型式 

許容軸力

（KN） 最 小 最 大

重量 

（kg）

36－49 73.5 36 49 6.5 0.25 35－55 78.4 35 55 5.7 

44－63 73.5 44 63 7.1 0.4 45－70 78.4 45 70 6.8 

57－86 73.5 57 86 8.1 0.6 50－85 78.4 50 85 7.3 

72－113 73.5 72 113 9.4 0.8 60－100 78.4 60 100 8.4 

88－144 73.5 88 144 10.8 1.1 80－145 78.4 80 145 10.6 

118－202 73.5 118 202 12.6 1.6 

 

140－210 39.2 140 210 13.5 
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覆 工 材 料 表 （ 参 考 ） 
 

10ｍ当り

種 目 

幅(ｍ) 
覆  工  板 け  た  材 け た ・ 受 材 規格 

1.20 

しま鋼板 

22×1.219×2.438 

518 ㎏／枚      4.1 枚

－ － Ａ 

1.50 

しま鋼板 

22×1.524×3.048 

810 ㎏／枚      3.3 枚

－ － Ｂ 

2.00 
2000×1000 

参考 424 ㎏／枚   10 枚

Ｈ－200×200×8×12 

 

998 ㎏

［－200×80×7.5×11 

 

492 ㎏

Ｃ 

3.00 
3000×1000 

参考 624 ㎏／枚   10 枚

Ｈ－200×200×8×12 

 

998 ㎏

［－200×80×7.5×11 

 

492 ㎏

Ｄ 

 

 

 
桁材・桁受材の規格表 

種 別
規格 

Ｈ×Ｂ×ｔ1×ｔ2
Ｗ：単位重量 

Ａ 
(cm2)

Ｉｘ 
(cm4)

Ｉｙ 
(cm4)

ｉｘ 
(cm) 

ｉｙ 
(cm) 

Ｚｘ 
(cm3)

Ｚｙ 
(cm3)

桁 材
H200×200×8×12

Ｗ:49.9kg/m(生材)
63.50 4,720 1,600 8.62 5.02 472 160 

桁受材
[200×80×7.5×11

Ｗ:24.6kg/m 
31.33 1,950 168 7.88 2.32 195 29.1 
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